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北海道産の農畜産物及び加工食品の道外移出実態を物流面から調査し、道外市場等への
効率的な輸送方法や流通コストの低減方策などを検討する基礎資料とすることを目的に実施して
おります。

農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

１．調査概要
（１）目的

（２）調査実施方法
北海道開発局（開発監理部開発調査課）から直接、 JA等農業団体、商系出荷団体及び
関係企業（約140団体）に整理票（次頁参照）を送付し、前年１月～１２月の所要事項
の記入をお願いして返信いただき、取りまとめたものです。

（３）調査の対象品目

うるち米､もち米､小麦､大豆､小豆､菜豆､その他豆類､そば､馬鈴しょ､たまねぎ､にんじん､かぼちゃ､だいこん､ながいも､キャベツ､
ごぼう､スイートコーン､ねぎ､はくさい､トマト､ミニトマト､アスパラガス､ほうれんそう､ゆりね､レタス､きゅうり､ブロッコリー､ピーマン､メロ
ン､すいか､いちご､かぶ､にら､えだまめ､さやいんげん､小松菜､水菜､セルリー､その他野菜､りんご､ぶどう､なし､さくらんぼ､プルーン､
プラム､ブルーベリー､ハスカップ､もも､その他果実､牛肉(枝肉及び部分肉)､豚肉､生乳､花き(切花類)

濃縮乳､牛乳､れん乳､全脂粉乳､脱脂粉乳､その他粉乳､バター､チーズ､生クリーム､でんぷん､砂糖

・農畜産物(53品目)

・加工食品(11品目)
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農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

【整理票】
記入例

農畜産物等移出実態整理票（令和◯年１月～１２月）

（番号）

品目名

１　月別出荷量 ※ トン単位で小数点以下第１位まで記入して下さい。0.05未満は空欄として下さい。以下、１～６まで同様となります。

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合　計

道　内 350.5 245.8 596.3

道　外 38.2 80.6 118.8

２　輸送機関別出荷量

ＪＲ トラック・フェリー 内航船 航空機 合　計

道　内 596.3 596.3

道　外 118.8 118.8

３　輸送先別出荷量

北海道内 東　北 北　陸 関東・東山 東　海 近　畿 中　国 四　国 九　州 道外合計

道内及び道外 596.3 50.2 68.6 118.8

４　主要用途別出荷量

生食用 加工用 その他 合　計

道　内 200.6 395.7 596.3

道　外 42.8 76.0 118.8

５　仕向先別出荷量

卸売市場 卸問屋 小売店 加工工場 外　食 ホクレン等 その他 合　計

道　内 100.0 215.5 280.8 596.3

道　外 42.8 76.0 118.8

６　海外出荷状況 ※海外出荷量を把握している場合は、可能な限り以下内容への記載にご協力下さい。

香港 中国 台湾 韓国 シンガポール アメリカ タイ ドバイ ロシア ベトナム
その他

（　　　　　）

その他

（　　　　　）
合計

出荷量 9.5 5.4 0.1 15.0

注１：出荷量は、トン単位で小数点以下第１位までご記入ください。（小数点第２位を四捨五入し、項目間での道内・道外の合計は一致させてください。）

注２：項目間での道内・道外の合計が一致している場合はＯ列が「一致」、不一致の場合はＯ列が「不一致」と表示されます。

注３：出荷量が「0.05」ｔ未満の場合は、空欄としてください。

注４：セルの書式設定は絶対に変更しないでください。

注５：調査品目が複数となる場合は、本様式シ－トをコピ－してご記入ください。

個別整理票：
外部公表不可

馬鈴しょ（生食用・加工用） E-MAIL kitakaze@○○.jp

振興局等名 石狩

団体・企業名 ＪＡ北ふるさと
工場等名

記入者名 北風　文雄
電話番号 011-231-****

可能な範囲で記載に
ご協力下さい
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農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

２．令和４年１～１２月の結果概要

（１）道外移出の割合
道産農畜産物の道外移出割合
令和４年１～１２月（全道集計値）

道産農畜産物及び加工食品に占める道外へ
の移出割合（重量ベース、花きを除く）は
44.0％、砂糖9割以上、でんぷんは８割以上、
小麦、野菜類、牛肉、乳製品は７割以上が道
外へ移出されています。
なお、生乳は重量として占める割合が大きく、
かつ加工までの鮮度維持の観点から多くが道内
の乳業メーカーの工場に移送されます。この部分
を除くと、道産農畜産物及び加工食品に占める
道外への移出割合は78.5％となります。
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農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

年間の出荷量を100とした月別出荷量の割合
月別出荷量の割合の推移を類別にみると、野菜類は８～11月に年間の約６割が出
荷されます。花き(切花類)は８月をピークに７～９月に年間の約７割が出荷されます。
米類は10月に出荷のピークがあり、他の月は概ね安定しています。生乳は１年を通して
安定した出荷量です。

（２）年出荷量の月別割合
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農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

（３）輸送機関別の出荷状況
花きを除く農畜産物及び加工食品の輸送機関別出荷量では、
トラック・フェリーによる輸送が全体の８割以上を占めており、次
いで、ＪＲ、内航船の順によるものが大きく、航空機による輸送
は全体の１％未満となっております。

（４）輸送先別（道外）の出荷状況
花きを除く道外への輸送先別出荷量は、関東・東山地方へ
の出荷量が最も多く、全体の約５割を占めています。次いで、
近畿、東海の順に多く、道外移出の約８割がこの３地域へ輸
送されています。
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農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

（５）主要用途別の出荷状況

主要な用途別出荷量は、米類、野菜
類、果実類は生食用途の出荷が多くを
占めています。
一方、小麦、豆類、そば、生乳、でん
ぷん、砂糖は加工用途の出荷が多くを
占めます。
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農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

（６）仕向先別の出荷状況

仕向先別出荷量では、米類、豆類、
牛肉、豚肉は卸問屋の仕向けが多く、
小麦、そば、生乳、乳製品、砂糖は加
工工場への仕向け、野菜類、花きは卸
売市場向けの出荷が中心となっていま
す。
花きを除く重量ベースの合計値では、
加工工場向けが全体の７割以上となっ
ております。この半分以上は生乳が占め
ます。
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農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

３．HPに公表している資料のイメージ
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農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

★ご注意いただきたいこと
・本調査は、関係団体様より提出いただいた整
理票を基礎データとしているため、北海道で生産
された全量を対象としたものではありません。また、
農林水産省の農林水産統計等における生産量
の数値とは一致しません。
・なお、今年度の調査（令和５年１～12月）
結果は、今後、取りまとめができ次第、当局HP
に公表する予定としております。
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農畜産物及び加工食品の移出実態調査(継続調査)

★御 礼
道内各地のＪＡ様、商系出荷団体様、関係
企業様には、たいへんお忙しい中で、整理票の
回答にご協力いただき厚く御礼申し上げます。
今後とも、変わらぬご支援を賜りますよう、ご高配
の程よろしくお願い申し上げます。


